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　リオデジャネイロオリンピックが閉幕し、心地良い満足感に
浸りながらこの記事を書いております。
　日本は、オリンピック史上最多のメダル41個を獲得し、我々
国民に多くの感動を与えてくれました。
　また、残念ながらメダルには手が届かなかったアスリート
も、その精一杯の挑戦は、メダリストに劣らない輝きを放っ
ていたと思います。4年後の東京オリンピックが益々楽しみに
なってきたとともに、一層の感動を与えてくれることを確信し
ております。
　さて、本号のテクノスコープと連携記事では「建築を彩るチ
タン建材」について掲載しております。
　日本製チタン建材は、チタン本来の特性（高耐食性、軽量、

高強度）に加え、従来の課題（切断・曲げ加工性、変色など）
を日本のメーカーが改善してきたことにより、海外ではコン
サートホールやホテルの外装に、国内では、神社仏閣の瓦など
に採用が進んできたことが紹介されております。また、更に
は、表面仕上などの開発により、今後、仏閣の内外装など、意
匠性を要求される部材への展開も期待されており、国内で、寺
院巡り、神社巡りをするときには、内外装、瓦などの素材に注
意してみることも楽しいものかも知れません。
　今後とも、本誌から色んな知識が得られるよう、微力ながら
努力したいと思いますので、皆様のご協力、ご指導の程、よろ
しくお願い致します。
� （Y.K.）
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タングステンカーバイド内面溶射型 粉砕ポット

高速/低速 回転自動切替式ボールミル  MF－1HL
MF－1HLは、回転タイマーで希望時間をセットしておくと、高速と低速回転を自動的に繰返
し、設定した時間まで運転する卓上ボールミルです。試料を通常回転で乾式/湿式の粉砕、混合、
分散などを行った後、極低速で回転させておくことで、試料の比重などによる分離、沈澱、凝固
を防げます。回転数は高低２段階にそれぞれ変えられ、固定する事も可能です。
ローラーは耐久性に優れた合成ゴム製です。

回転数切替式ボールミル・溶射型粉砕用ポット

回転ローラー寸法：φ25×有効長さ300ｍｍ
ロ ー ラ ー 材 質：合成ゴム焼付
ローラー有効回転数：最高 約700rpm
使 用 容 器 直 径：100～250ｍｍ

素　材：SUS304
サイズ：内径φ150×深さ230mm
　　　　外径φ195×全高250mm

モーター：100V 120W 50/60Hz
回転調整：専用インバーター　ローラー回転表示
架台寸法：W400×D300×Ｈ280 mm

ステンレス製粉砕ポットの、蓋と内面の接粉部にタングステンカーバイドの溶射を施
し、耐摩耗性と粉砕性を高めた粉砕用ポットです。溶射の場合、摩耗、割れ剥離が生じ
た際には再溶射による修繕が可能です。溶射皮膜にはタングステンカーバイドの他に、
アルミナ99.9％、酸化クロム、コルモロイなどの合金を溶射することも出来ます。お客
様のご要望により、他の材料の溶射も検討も致しますので、お問い合わせ下さい。
ポットは、底蓋と上蓋をネジ止めする両蓋式なので粉砕後の清掃が容易です。パッキン
として、バイトン製のＯリングが標準で装着されています。

弊社は、国際粉体工業展 東京2016に出展致します。

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町4-6-7

（917） 9594

※レンタルもあります

M２Ｃ

●電　　源：100V 50/60Hz
●モーター：200Ｗ
●回 転 数：台盤の回転数　最大500rpm

●外形寸法：Ｗ640×Ｄ672×Ｈ313mm　　
●重　　量：約30kg
●タイマー：デジタル減算式、最大99時間59分

従来の遊星回転ボールミルでは、高速回転中の粉砕エネルギーや、摩擦による避けられない熱が生じ、低融点、或いは弱熱
性の試料を粉砕することは困難でした。冷却式のＬＰ－M2Ｃは運転中に粉砕エリア内全体を強力に冷却し、粉砕容器内部
での発熱を常温に近い約２０～４０℃以下に抑えるので、試料への熱の影響は殆どありません。粉砕容器は2個掛けで、容量
は各45ｍｌです。粉砕容器は、メノー、部分安定化ジルコニア、Ｈｉアルミナ、タングステン等、数種類の材質があり、試料に適
した材質の選択ができます。振動センサー、温度表示が付いています。
尚、有償でレンタル機もご利用頂けますのでお問い合わせ下さい。

108 109（574）
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